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不定性の可能性
前例のない世界で意思決定をサポートする量子認知の考え方

人間の不定性を有する認知とその効果を量子確率論で説明・予測する

複数の解釈が可能な表現に触れたとき、どれか一つの意味だと決めて読むこともできますが、複数の可能性を許容したまま読み進めることもでき

ます。一つの解釈に決めず複数の解釈が重なり響き合う状態は「不定性を持つ状態」と見なせ、既存の認知モデルでは十分に説明できませんでし

た。しかし、古典確率論より広い量子確率論を認知科学に用いる「量子認知」であれば、人の解釈の重ね合わせ状態を数理的に表せる可能性があ

ります。宇宙では未知の現象や前例のない課題が多くあり、宇宙飛行士やエンジニアは「正解がわからない」というストレスに晒されます。私たち

は人間の認知を理解することで、不安のコントロールやミスの防止、さらには不定性を持つ認知状態固有の創造性活用など、宇宙に於ける意思決

定を支援したいと考えています。

　「コスパ」や「タイパ」といった言葉がしばしば聞かれ

る現代、多くの人が考え悩むよりインターネットで検索

して、自分の「わからない」を一刻も早く「わかった」に

変えて認知の負荷を下げようとしています。情報が得ら

れればわからない不安は落ち着きますが「誰も知らな

い新たな可能性」は検索では見つけられません。一方、

文学作品や芸術作品の中には、必ずしも一通りの受け

止め方に縛られず複数の解釈を許容する表現が多く

みられ、鑑賞者も複数の解釈を併存させたまま作品に

浸ることができます。こういった解釈の不定性が鑑賞

者を引き込み没入させたり、能動的で創造的な解釈に

つながることが美学等で指摘されています。

　私たちは、量子確率論を用いて認知を説明する「量

子認知」研究によって、古典確率論を用いた認知モデ

ルでは巧く説明できなかった、複数の解釈が重ね合わ

された不定性を持つ状態を数理モデルで表現しようと

しています。またその不定性を持つ認知状態固有の没

入や創造性といった効果の解明を目指しています。たと

えば、実験参加者に対して複数の質問を続けて行うと質

問や選択肢の順序が回答に影響することがあり、これ

を順序効果といいます。順序効果は私たちの認知（回

答）が訊かれるまで値としては不定であることを示唆し

ており、量子認知研究による説明・予測の可能性が示

唆されています。また、報告を繰り返すほど、参加者は自

分の回答に固執しがちになることが知られ、この現象は

量子ゼノン効果として説明可能との報告があります。

　私たちは、数学者や神経科学者と共同研究し、数理

モデル構築やこれらの量子認知固有の予測を確かめ

る実験を用いて、不定性を生む外部情報の特徴づけ

や不定性を持つ認知固有の効果を探究しています。

　厳密な仕様や一刻を争う判断が求められる宇宙

開発は、不定性とは一見相性が良くないようにも思

えます。しかし、同じような報告を繰り返すことで量子

ゼノン効果による思い込みが強く出て事故に繋がっ

たり、初めから不定性を排除した局所最適のシステ

ムを作ったために想定外の問題に対応できなかった

りと、寧ろ不定性を認めなかったことが判断を硬直

化させ、可能性を喪失させた事例も多いことがわ

かってきました。重要な意思決定を行う際に認知の

バイアスがどのように効いてくるのかを理解すること

は非常に重要です。不定性を活かすことで、未知の

状況に対しても創造的な問題解決を生む可能性を

広げられるかもしれません。

　宇宙という未知の場所に人類の生存圏を拡げるた

めには、不定性を排除するのではなく、活かすプロセス

が必要になるのではないかと思います。人間の認知や

コミュニケーションは、宇宙に適応してどのように変化

するのでしょうか。ARやVRなどによるシミュレーション

や生体の研究と組み合わせながら、人類が宇宙にお

ける不定性を活用し、適応していく過程で生じる課題に

ついて今のうちから検討しておきたいと考えています。

「不定性」は宇宙の未知と向き合うヒントになる

図1：不定性を持つ認知状態が固有の認知効果を生む 図2：量子確率論/古典確率論と認知モデルの関係（布山＆西郷（2022）図1より）




